
【凡例】

N

2015年1月29日現在

約 567,000m3

2015年1月

2014年9月
（RO濃縮水の貯蔵量のピーク時期）

N

2014年9月30日現在

約 509,000m3

福島第一原子力発電所 各タンクエリアの貯蔵用途の変遷
＜RO濃縮水・多核種除去設備処理水・ストロンチウム処理水等＞

2 0 1 5年 6月 1 2日
東京電力株式会社

2013年9月
（多核種除去設備ホット試験開始から半年）

2013年9月24日現在

N

約 312,000m3

2015年3月

2015年3月26日現在

約 595,000m3

N

【凡例】

＜タンクエリアマップ＞

＜マップ内の棒グラフ＞

N

2015年5月28日現在

約 626,000m3

※ 残水処理中のものを除く

2015年5月
（タンク内汚染水処理完了）

○ストロンチウム処理水等については、今後、多核種除去
設備で再度浄化し、さらなるリスク低減を図る。

○日々建屋に流入する地下水等は、セシウム吸着装置及び
第二セシウム吸着装置により、ストロンチウム処理水に
した後、多核種除去設備で浄化を継続していく。

○残水処理は、安全を最優先に考え、ダストの飛散防止・

被ばく防止対策等を十分に施しながら、タンク解体時に

実施していく。


